
 

●受講料●１名〈税込み、資料代含む〉 

正会員 無料 

一 般 5,400 円 本体価格 5,000 円 

●申込書に所定事項ご記入の上、下記担当者あてに FAX 

いただくか、当会ホームページからお申し込みください。 

メール返信の形で受講票をお送りいたします。また会員

企業以外の方には請求書を別途送らせていただきます。 

●申込書をＦＡＸにてご送信いただく際は、ＦＡＸ番号

をお間違えないようご注意下さい。 

●会員企業のご確認、その他セミナーに関するご不明な 

点につきましては、当会ホームページより〔ＴＯＰ〕→ 

〔公開セミナー〕→〔よくあるご質問〕をご参照下さい。

●お申込み後のキャンセルは原則としてお受けいたしか

ねますので、お申込者がご出席できない場合には、代理

の方のご出席をお願い申し上げます。 

●最少催行人数に満たない場合は、中止とさせていただ

くこともありますので、ご了承下さい。 

一般社団法人企業研究会  
担当：倉島  E-mail: kurashima@bri.or.jp 
〒102-0083  

東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町 31MT ビル 2F 

TEL 03-5215-3515   FAX 03-5215-0951 

 

緊急開催 <会員特別研究会>  

続出するサイバー攻撃の実態とその対策 
～標的型攻撃を始めとするサイバー攻撃の実態と対策～ 
 ■日 時■  ２０１５年 ７月２１日（火） １３：３０～１6：００ 

■会 場■  企業研究会セミナールーム（東京・麹町）   

■講 師■  株式会社ＦＦＲＩ 

執行役員フェロー 製品開発担当 技術本部 技術戦略部長 石山 智祥 氏 

ＮＲＩセキュアテクノロジーズ株式会社  

上級ＩＴセキュリティコンサルタント 中田 裕之 氏 
 

 ◆ 開催にあたって                                  

標的型攻撃による大量の情報流出が大きな社会問題となっています。背景には 2014年夏ころからのサ

イバー攻撃が多発、高度化があり、従来の情報セキュリティ対策だけでは対応しきれないケースが増加

しています。サイバー攻撃の被害は、ＷＥＢサイトの改ざんによる事業活動の妨害や悪影響、標的型攻

撃による自社の機密情報流出から顧客に大きな損害を与えてしまうといったことが起こり、企業はこれ

まで以上にサイバーセキュリティ対策が必要不可欠となっています。 

本セミナーでは、サイバー攻撃の現状と手口からはじまり、セキュリティ対策について詳解します。

また、近年の標的型攻撃の事例をご紹介します。 

≪プログラム詳細は裏面をご覧下さい≫ 

 

 
 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業研究会 セミナー事務局宛   F A X  0 3 - 5 2 1 5 - 0 9 5 1  

＊当会ホームページ（http://www.bri.or.jp）からもお申込みいただけます。 
 

1 5 1 5 4 1 – 1 3 0 3  ※  2 0 1 5 . 7 ． 2 1  

申込書       
 

会社名 
フリガナ 

住 所 

〒 

ＴＥＬ 
 

ＦＡＸ 
 

ご氏名 

フリガナ 

所 属 

役 職 

 

Ｅメール 
 
 

＊お客様の個人情報は、本研究会に関する確認・連絡、当会主催のご案内をお送りする際に利用させ 

て頂きます。また、講師からのご案内をする場合がありますのでご了承ください。 

 

 

 



 
緊急開催 <会員特別研究会> 

続出するサイバー攻撃の実態とその対策 
～標的型攻撃を始めとするサイバー攻撃の実態と対策～ 
 

 

 

 ７月２１日（火）               ● プ ロ グ ラ ム ●   

 

1３：３0 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１6：０0 

  

１．近年求められるサイバーセキュリティとサイバー攻撃の脅威 
 
 １）近年求められるサイバーセキュリティ 
 
 ２）サイバー攻撃の脅威一例 

    ・多発する Webサイトの改ざん 

    ・Windows Server 2003延長サポート終了に伴う脆弱性攻撃発生の懸念 

    ・ネットバンキングを狙うサイバー脅威 

    ・スマートデバイスを狙うサイバー脅威 

    ・特定の組織を狙う標的型攻撃 
   
   ３）近年の標的型攻撃事例 

 
 

２．標的型攻撃から守るための対策 
 
 １）標的型攻撃とは？ 
 
 ２）標的型攻撃対策の事例 
 
 ３）ITシステムにおける多層防御とは？ 

・侵入を防ぐ入口対策 

・情報流出を防ぐ出口対策 

・セキュリティ運用監視 
 
 

※講師とご同業の方はご参加頂けない場合がございます。予めご了承ください。 
 
※お客様の個人情報は、本研究会に関する確認・連絡、当会主催のご案内をお送 
りする際に利用させて頂きます。 
また、講師企業からご連絡する場合がありますのでご了承ください。 
 

※メール返信の形で受講票をお送りいたします。また会員企業以外の方には請求書
を別途送らせていただきます 


